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イースターとキリストの復活の違い　
（簡単な説明）

イースター

イースターの起
き げ ん

源は、ヨーロッパの伝
でんせつ

統に由
ゆ ら い

来する。

イースターという名
な ま え

前は、春
はる

と豊
ほうじょう

穣の女
め が み

神であったエオストレと

いう異
いきょうと

教徒の人
じんぶつ

物に由
ゆ ら い

来している。

女
め が み

神エオストレのシンボルはウサギで、これは豊
ほうじょう

穣のシンボルと

しても知
し

られていた。

歴
れきしてき

史的には、春
しゅんぶん

分の日
ひ

にエオストレに敬
け い い

意を表
あらわ

して豊
ほうじょう

穣の儀
ぎ し き

式

（と生
い

け贄
にえ

）が行
おこな

われていたとされている。

今
こんにち

日、イースターは、イースターバニーのウサギやイースターエッグ

に注
ちゅうもく

目が集
あつ

まり、ほぼ完
かんぜん

全に商
しょうぎょうか

業化された祝
しゅくじつ

日となりました。
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